
第15回定時株主総会の決議結果につきましては、当社ホームペー
ジ（http://www.toavalve.co.jp/）での開示をもちまして決議ご
通知に代えさせていただきますので、ご了承下さいますようお願い
申し上げます。

　株主の皆様には平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
　ここに第15期の株主通信をお届けするにあたりひとことご挨拶
を申し上げます。

　まずは、当期、大幅な赤字を計上いたしましたこと、深くお詫び
申し上げます。
　既にご報告のとおり、当期の売上高は70億83百万円で、これは
前期に比べて15％の減収、前々期に比べては33％の減収で、3.11
以降の市場縮小は極めて厳しいものになっております。九州電力・
川内原発をはじめ、いくつかの原発で再稼働が現実のものとなりつ
つあり、明るい兆しもありますが、これら再稼働後のメンテナンス
需要発生までには、なお時間を要することから、今しばらくは苦し
い経営環境が続くものと思われます。
　今後とも、「七本の矢」作戦を中心に、新規事業開拓を強化して
当座の収益確保に尽力するとともに、多岐に亘るコスト削減施策を
組み合わせ、収益性の改善に最大限努めてまいります。
　同時に、課題としている、従来型の原発関連業務に大きく依存す
る社の体質を変えるべく、今何をやるべきかを全社社員一丸となっ
て考え、実行することで、企業の土台・体質からの変革を果たし、
株主の皆様のご期待に添えるよう頑張っていきたいと考えています。
　電力向けバルブ市場は、今後徐々に回復に向かうものと考えてい
ます。原発の再稼働に伴い、原発再稼働前のメンテナンス工事、新
たな火力発電所の建設、既存火力発電所の本格的点検工事など、今
後増加する業務を積極的に取り込んで会社業績の向上、黒字化を目
指します。そのためにも、力強い企業改革・経営改革に取り組んで
まいる所存です。

　株主の皆様におかれましては何卒、引き続きご指導ご鞭撻を賜り
ますよう心よりお願い申し上げます。
� 平成26年12月

事 業 年 度 10月1日から翌年9月30日まで
期 末 配 当 金
受領株主確定日 9月30日

中 間 配 当 金
受領株主確定日 3月31日

定 時 株 主 総 会 毎年12月
株主名簿管理人
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社

同 連 絡 先 三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
〒541-8502　大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
電話0120-094-777（通話料無料）

上場証券取引所
公告の方法

東京証券取引所　市場第二部
電子公告により行います。
公告掲載URL�http://www.toavalve.co.jp/
（ただし、電子公告によることができない事故、
その他やむを得ない事由が生じた場合には、日
本経済新聞に公告いたします。）

（ご注意）
1.株主様の住所変更、単元未満株式の買取請求その他各種お手
続につきましては、原則として、口座を開設されている口座管
理機関（証券会社等）で承ることになっております。口座を開
設されている証券会社等にお問い合わせ下さい。株主名簿管理
人（三菱UFJ信託銀行株式会社）ではお取り扱いできませんの
でご注意下さい。

2.特別口座に記録された株式に関する各種お手続につきまして
は、三菱UFJ信託銀行株式会社が口座管理機関となっており
ますので、上記特別口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行
株式会社）にお問い合わせ下さい。なお、三菱UFJ信託銀行
株式会社全国本支店におきましてもお取次ぎいたします。

3.未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行株式会社
全国本支店でお支払いいたします。

株主通信�第15期�報告書
平成25年10月1日から平成26年9月30日まで

財務ハイライト（連結） 株主総会決議ご通知に関するお知らせ株主の皆様へ

株主メモ
代表取締役社長

※記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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11億△ 20百万円経常利益
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△11億 50百万円

△1,200

詳細な財務情報は、�当社ホームページをご覧下さい▶▶▶

http://www.toavalve.co.jp/

配当について
第15期の配当につきましては、1株当たり年間15円�
（期末15円）とさせていただきました。

1株当たり

15円



　当社は、東日本大震災以前は福島県富岡町に出
張所を構え、東京電力福島第一及び第二原子力発
電所を中心に、バルブ関連のメンテナンス事業を
展開しておりました。
　大震災以降は福島県いわき市に活動拠点を移し、
従来のバルブ関連工事に加え、新たに「福島地域
再生事業所」を併設し、福島県の復興に寄与すべ
く除染工事に参画し、楢葉町、葛尾村、富岡町の
地域除染を中心に実績を重ねてまいりました。
　そして、地域に根付いた活動として、更に推し
進めるためには、機動性の確保と迅速な意思決定
が不可欠と考え、本年7月に地元企業である株式会
社クリエイトと共同で、東亜クリエイト株式会社
（TCC）を設立しました。

許認可の取得
　TCCの設立後、事業活動に必要な「特定人材派
遣業の許可」を本年8月に取得し、10月には福島
県知事の「建設業許可（土木工事業、機械器具設
置工事業）」を取得しました。これら認可により、
これまで当社の福島地域再生事業所が請け負って
いた住宅除染、森林除染、ため池除染工事を手始
めに、同社に順次引き継ぐこととしております。

商　　　号� 東亜バルブエンジニアリング株式会社
英　　　文� Toa�Valve�Engineering�Inc.
証券コード� �6466
所　在　地� 〒660-0054
� 兵庫県尼崎市西立花町五丁目12番1号
設　立　日� 平成12年3月16日
資　本　金� 17億3,955万9,810円
事�業�内�容� 各種バルブ、鋳鋼製品の製造販売及び各種バルブの
� メンテナンス業務
従　業　員� 334名（連結359名）

発行可能株式総数�� 10,040,000株
発行済株式の総数�� 2,678,600株
株主数�� 2,401名

■大株主（上位10名）

■役員（平成26年12月19日現在）

株主名 持株数（株）持株比率（%）
三菱商事株式会社 302,200 12.94
西華産業株式会社 113,600 4.87
三菱重工業株式会社 89,624 3.84
TOA取引先持株会 87,200 3.74
株式会社三菱東京UFJ銀行 68,000 2.91
三菱UFJ信託銀行株式会社 66,500 2.85
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 64,600 2.77
前島崇志 53,100 2.27
ドイチェ�バンク�アーゲー�ロンドン�ピービーノントリティー�クライアンツ�613 44,100 1.89
トウアバルブグループ従業員持株会 35,242 1.51

代表取締役社長 唐 澤 � 裕 一 取 締 役 髙 橋 � 正 憲
取 締 役 笹 野 � 幸 明 取 締 役 浜 本 � 光 浩
取 締 役 氏 野 　 � 正 常 勤 監 査 役 堤 　 � 三 雄
取 締 役 真 鍋 � 吉 久 常 勤 監 査 役 厨 子 � 茂 治
取 締 役 片 山 � 祥 徳 監 査 役 永 森 � 久 善

新子会社を本年7月2日に設立いたしました。
新鋭　「東亜クリエイト株式会社」（通称：TCC）が除染事業に取り組みます。

※�当社は、自己株式344,097株を保有しておりますが、上記大株主から除いてお
ります。また、持株比率は自己株式を控除して計算しております。

※�取締役�片山祥徳、髙橋正憲、浜本光浩の3氏は、社外取締役であります。
※�監査役�堤�三雄、永森久善の両氏は、社外監査役であります。

TVEのチャレンジⅡ 会社の概況�（平成26年9月30日現在）NEWS�ニュース

株式の状況�（平成26年9月30日現在）

今後の展開
　今後のTCCは、当社が原子力発電所のバルブメンテ
ナンス工事で長年培ってきた放射線管理に関する経験
と知識、株式会社クリエイトの地元企業としてのきめ
細かい営業力の両面を受け継ぎ、住宅除染、森林除染、
ため池除染などの工事量拡大、新たに放射性汚染水処
理装置（アルプス、キュリオン）の監視業務、汚染廃
棄物の中間貯蔵設備関連事業等への参入を目指し、収
益拡大と福島地域の復興に貢献できるよう、努力して
まいります。

東亜クリエイト株式会社

プロフィール

（所 在 地）�福島県いわき市平中神谷字六本榎11番12号

（設 立 日）平成26年7月2日

（資 本 金）�1,000万円�
当社出資比率60％

（事業内容）�除染・廃炉事業、人材派遣、�
各種バルブのメンテナンスなど

本社工場で不休無災害記録を更新中

　当社は、常に安全を最優先に考え、経営トップ及び
安全管理者・職場安全推進委員による安全パトロール
を定期的・継続的に実施し、「全社業務災害ゼロ」の達
成に向けて取り組んでおります。
　その努力の結果として、本社工場では平成19年1月
10日から平成26年1月17日までで不休無災害記録300
万時間を達成し、現在もなお、その記録を更新しており
ます。（平成26年9月30日現在�331万時間、2,821日）
　災害は軽微であっても、放置すれば重大な災害につ
ながる恐れがあるため、決して見逃すことは許されま
せん。
　今後も不安全な状態・
行動を排除していく取り
組みを継続的に実施し、
更に健全な企業を目指し
てまいります。

「ものづくり達人」に当社従業員が選定

　本社工場所在地の尼崎市では、市内の製造事業者の
様々な優れた技術者・技能者を「ものづくり達人」と
して顕彰することにより、優秀な技術・技能を広く社
会に周知し、継承と向上を図ることを目的としています。
　この度、平成26年度の「ものづくり達人」に当社の
従業員が選出され、顕彰されました。
　これを機に、当社の更
なる技術・技能の向上を
図るべく、社員教育を充
実させ、後継の育成に取
り組みたいと考えており
ます。


